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特
集

　のっけから恐縮であるが，私は本学会誌をじっくりと読
んだことがほとんどない。大抵は，記事のタイトルと図を
パラパラと見てお終いである。これは，私だけのことでは
なくて，他の会員各位においてもほぼ同様な状況ではない
かと思う（邪推であろうか…）。特に今回は，ただでさえ難
解（そう）な「電磁特性」技術委員会が組む特集である。
「電磁」と言えば，まずMaxwellの方程式に始まる一連の
「あれ」である。最初から読む気をなくしたとしても不思議
ではない。
　が，しかし，今回は折角の「全冊」特集企画である。電
磁特性技術委員会としては，電磁特性にこだわりながらも，
これまで組んだ小特集ではなかなか取り上げることのでき
なかった技術領域の解説論文を用意し，「電磁」アレルギー
をお持ちの方にも読んでいただけるような企画を心がけた。
　まず最初の 5件は，電磁特性技術委員会傘下の超高速・
高周波エレクトロニクス実装研究会で，ここ 1，2年でご発
表いただいたものから，特に反響の大きかったものを中心
にご寄稿いただいた。超高速・高周波エレクトロニクス実
装研究会は，年に 3回から 4回の公開研究会を開催してい
る。取り上げるテーマは毎回異なるが，参加者が多くて関
心の高さを感じるのは，高速・高周波用のプリント回路板
やフレキシブルプリント回路板向けに開発された材料を取
り上げるものである。普段，議論する機会が少ない材料開
発者，回路設計者，材料評価の専門家が一堂に会して議論
することができるのが，好評の一つの要因と考えている。
さらに今回は，これも発表時の反響が大きかった共振電界
結合によるワイヤレス電力伝送に関する発表もご寄稿いた
だいた。
　次いでの 9件は当電磁特性技術委員会関係者による解説
論文を中心に置いた。高速伝送対応基板の技術動向に始ま
り，高速回路の電源系設計，差動伝送線路からのノイズ問
題，ウェアラブル生体センサの EMC，アンテナ小型化技術
など，多方面で活躍している委員会関係者の解説をお楽し
みいただきたい。

　残る 2件は，当電磁特性技術委員会が毎年主催している
サマーセミナーからのものである。今回は 2014年 8月に開
催したサマーセミナーからご寄稿いただいた。この 2014年
のサマーセミナーでは，省エネルギのキー技術としてます
ます注目を集めているパワエレ（パワーエレクトロニクス）
をテーマに取り上げ，EMIの視点から見たパワエレの展
望，パワエレの EMC規格化動向，EMCシミュレーション
や EMC対策設計など，7件の講演を行った。今回，ご寄稿
頂いた 2件はその中でも「メーカで行っている EMC対策
事例」としてアンケート評価が高かったものである。
　サマーセミナーといえば，毎回好評を得ている企画があ
る。それは，当委員会傘下の低ノイズ実装研究会が事務局
を務めている「EMC設計実践講座」からの報告である。
EMC実践講座は，商品開発・回路・基板・意匠など，設計
開発の現場で活躍中の技術者を対象に，ノイズ対策を体得
してもらうことを目的に開講しているものである。単なる
座学にとどまらず，課題として与えられた回路に対して，
基板設計，試作から放射ノイズの測定・比較までを行い，
それぞれの基板のノイズの大小と基板設計の関係を分析し
てノイズ低減に向けた基板設計方法を体得してもらってい
る。ここで得られた結果は，毎年のサマーセミナーで発表
しているが，他では聞けない発表として好評を得ている。
しかし，今回の特集号には含めることができなかったた
め，興味のある方は，是非セミナーで聴講いただきたい
（今年度は，諸般の事情により，「サマー」セミナーではな
くて「オータム」セミナーとして開催予定）。
　最後になったが，この度，電磁特性技術委員会の特集を
企画していただいた方々，本当に多忙の中，執筆をお引き
受けいただいた著者の方々に，この場を借りて深く感謝の
意を表したい。
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